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審 査 講 評

新 人 賞 審 査 講 評

【情報バラエティ部門】
最優秀賞「世界で誰も見たことがない対決SHOW ほこ×たて」
矛盾という言葉を絶妙にコンセプト化した新ジャンル開拓の番組で
ある。技術者のプライドと会社の誇りをかけた戦いは手に汗握る真
の人間ドラマ。思わずテレビの前に釘付けになる視聴者も多い！技
術を格闘技というツールを用いてバラエティ番組に昇華させた傑
作です。
優秀賞「世界一受けたい授業」
今や“日本一良質なバラエティ番組”と言っても過言ではないだろう。
また、普段私たちが会う事の出来ない様 な々分野の専門家を、世に
知らしめた功績も大きい。ある出演者の話だが、実験や場面転換の
ある番組収録はなかなか時間通りに進まないが、この番組はとても
スムーズに進行する。スタッフが専門家の話をしっかりと理解し、事
前に緻密な構成とシミュレーションをしているからこそ出来る事だと
思う。画面からは伺えないプロの仕事である。

優秀賞「すイエんサー」
日常の小さな疑問（いわゆるあるあるネタ）で視聴者の興味を引き、
その疑問を知らず知らずのうちに科学の世界で解決する番組であ
る。番組を見終えた後の爽快感は、“出来なかった事が出来るように
なった”という魔法のような世界観に浸れるからであろう。「世の中に
は不思議な事など何もないのだ」という或る小説の言葉が心に浮
かぶ番組です。
優秀賞「のどじまんＴＨＥ！ワールド」
この作品はサタデーバリューフィーバー枠での放送となりました。外
国人が真剣に日本の歌を歌う姿、日本語を学ぶ姿勢から日本の名
曲、日本の素晴らしさを再発見できます。「のど自慢」という普遍的
なテーマに「歌唱力がある外国人」を組み合わせ海外に愛される・
誇れる日本文化の新たな一面を見出しました。

仲宗根 千尋　ディレクター／㈱グループ現代　
NNNドキュメント’10「いじてぃめんそーれ　～故郷へ進軍した日系
米兵～」
沖縄で生まれ育ったディレクターが、素直に伝えたいことを番組とい
う形で表現しているのを強く感じた。決して内地の人間では不可能
な、沖縄の人たちの辛い記憶へのアプローチ、そして本音。うまく引
き出すことができている。更なる構成力、展開力の構築、そして沖縄
以外のことをテーマとした作品でどのようなモノを作れるか、今後の
期待も含めて、新人賞に値する作品だと思う。
沖縄の戦争を沖縄の若者が描き出す作りは、正直本土に生まれ
育った者には難しい。沖縄戦（戦後）の理不尽さに対する感情、疑
問をストレートに伝えることができていたと思いました。と同時に、“同
郷”というだけでは引き出せない人々の思いを粘って聞き出したので
はないかというがんばりも感じました。沖縄以外の人々の思いもたく
さん描いていってほしいと思います。

菅井 祐介　ディレクター／テレコムスタッフ㈱　　
「アタラシイキズナ　オヤジたちの運命の殴り愛」
決して壮大な世界ではないが、本気で殴りあいに挑むオヤジたちの
姿をリアルに描いている。相手がアマチュアならではの、密着ぶりも
お見事。ナレーターに中村有志氏を起用するなど、若いディレクター
ならではの冒険的な演出も評価できる。なかなか情報がつかみにく
いアマチュアスポーツの世界を題材にするリサーチ力なども含め、
時間と労力をかけているのが分かる。本人の才能と努力が結実し
た今作品は、新人賞受賞に十分値するものだと思う。
素直に面白いと思えました。奇抜な演出もなく、どんでん返しがある

わけでもなく、想像の範囲を越えることもありませんでしたが、ストレー
トに人の温かさや強さが心に残りました。ディレクターが出ばらずに
「人の話を聞く」ということに徹しているからでしょうか。取材者との
距離の取り方は素晴らしいなと感じました。
（おそらく、CSのドキュメンタリー枠で予算も非常に限られているな
か、自由のきかないこともあったと思いますが、この先番組制作にあ
まり明るい未来がないなか、予算が少なくてもいい番組は作れると
いう若手制作者全員の励みになると思います。）

廣岡 知人　ディレクター／㈱テレビマンユニオン
ドキュメンタリーWAVE「小さな町の国際紛争　～太地町とブルー
ム市の苦悩～」
ニュースなどで報道されつくした感のある「太地町の捕鯨問題」で
はあるが、新たに「姉妹都市」という観点から「国際紛争」に繋げた
ところは、新人とは思えない可能性を感じる。町の一町民レベルの
人たちまでインタビューをしていることで、非常に説得力があり、リア
リティがある。決して飽きさせず、視聴者を番組の世界に集中させる
構成力、展開力は秀逸。諸先輩のアドバイスもあったとは思うが、一
作目でこのようなクオリティーの高い作品を作れる実力は、今後も注
目したい。
とてもとても分かりやすくまとまったクオリティーの高い番組だと思いま
した。解決という言葉では終われない「価値観の違い」というテーマ
をどう終わらせるのか、思わず見入ってしまいました。多方面からの
ひとつひとつの丁寧な取材の積み重ねが、見る人に安易に「分かっ
た」と思わせず、見た後に「考える」という方向に向かわせているよう
で、こんな作り方ができたらうらやましいと正直思ってしまいました。

「ATP賞テレビグランプリ2011」 審査委員
◆審査委員長　金 澤　宏 次（ユニオン映画） ※ドラマ部門兼務
◇ドラマ部門　佐 野　奈緒子（大映テレビ） 橋 本　孝（ドリマックス・テレビジョン）
◇ドキュメンタリー部門　
　　　　　　　牧　 哲 雄（ドキュメンタリージャパン） 川 良　浩 和（NHKエンタープライズ）
　　　　　　　須 田　裕 子（アミューズ）
◇情報バラエティ部門
　　　　　　　荻 原　伸 之（ジッピー・プロダクション） 國 弘　明 子（安寿）
　　　　　　　長 濱　薫（日テレアックスオン） （敬称略）

◇審 査 委員 浦 　 弘 二（東京ビデオセンター）　　　　佐藤　直子（かわうそ商会）

「ATP賞テレビグランプリ2011」 新人賞　審査委員

（敬称略）

優 秀 賞優 秀 賞

ドキュメンタリー部門
ＢＳ朝日開局10周年記念週 特別プログラム『戦場の花 東京ローズ』

テレビ朝日映像／ＢＳ朝日

プロデューサー
　加納　 満（テレビ朝日映像）
　岡本 基晃（BS朝日）

演出
　高橋　 司（テレビ朝日映像）
　渡部 露子（テレビ朝日映像）
　会田 昌弘（テレビ朝日映像）
　北村 亜子（テレビ朝日映像）

～謎の謀略放送 女性アナウンサーの正体～

ドラマ部門

ドラマＷスペシャル 『なぜ君は絶望と闘えたのか』

テレパック／ＷＯＷＯＷ

プロデューサー
　菱田 光彦（テレパック）
　黒沢 　淳（テレパック）
　岡野 真紀子（WOWOW）

演出
　石橋　 冠（フリー）

ドラマ部門

ＷＯＷＯＷドラマＷ 『再生巨流』

国際放映／ＷＯＷＯＷ

プロデューサー
　河角 直樹（国際放映）
　青木 泰憲（WOWOW）

監督
　鈴木 浩介（ハニーバニー）

ドラマ部門

テレビマンユニオン／ＮＨＫ（BShi）

プロデューサー
　加藤 義人（テレビマンユニオン）
　鳥本 秀昭（NHK）

演出
　加藤 義人（テレビマンユニオン）

ハイビジョン特集 『妻を看取る日』
～国立がんセンター名誉総長　喪失と再生の日々～



新 人 賞新 人 賞
仲宗根 千尋
（グループ現代）
ディレクター

菅井 祐介
（テレコムスタッフ）
ディレクター

◎NNNドキュメント’10
  「いじてぃめんそーれ ～故郷へ進軍した日系米兵～」

◎「アタラシイキズナ オヤジたちの運命の殴り愛」

　つくづく自分は運のいい人間だなと思います。実家はお金ないのに、私立の高校へ
行かせてもらい、しまいには大学に行き、今は好きな仕事をしている。何も頑張っちゃ
いない。ただ運がよかっただけ。休みの日はテレビばっか見ている親を自分の作ったも
ので喜ばせたい、そう思ってはじめたのがこの仕事でした。今回の番組はそんな親へ
向けたものでした。決して楽な人生じゃない、不器用だけれど、それでも殴りあうことで
生きていることを示そうとする二人のオヤジを見ているうちに、自分はみずからの親の
姿を見ていたのだと思います。恥ずかしいの
で親がこの文章を読まないことを願います。
　最後になってしまいましたが、”ダメＡＤ”の
自分を性懲りもなく使ってくれた会社の方々、
スタッフの皆さん、取材に協力していただいた
皆さん、本当に有難うございます。まだまだテ
レビは面白いんだってことを世間に知らしめる
のが新たな野望です。
　自分は本当に運がいいなあ。

　比嘉武二郎さんという存在を高校１年生の時に見た漫画で知りました。その話は
私に強い印象を残し、デビュー作でご本人に会うことができて幸せだと思いました。実
際にお会いした武二郎さんはウィットに富んだとても魅力的な人で、向い合ってという
よりも、隣に座ってインタビューしたいと思わせました。しかし、武二郎さんが「沖縄の人
達に謝りたい。ごめんなさい」と言った時、私は急にこの仕事が怖くなりました。私に何
の権利があって、こんなに静かに生きている人に「ごめんなさい」と言わせてしまった
のだろう、と。１年経って番組を見返してみる
と、その不安から武二郎さんを守り過ぎて、逆
に伝わっていない部分もあるのではないかと
感じます。アメリカと日本の間で複雑な立場に
あった武二郎さんを描くのはとても難しかった
です。
　ある写真家が「人の痛みを利用していない
か確認する」と言っていました。私もその言葉
と向き合うことを忘れないでいたいです。
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2005年グループ現代入社。
ＡＤ時代から「沖縄人が受け継ぐ戦争体験、戦後体験にこだわりた
い」と様々な沖縄企画を提案し、ディレクターデビュー作「いじてぃ
めんそーれ」で受賞となる。
信念に基づいた粘り強いインタビューが高く評価された。

2007年テレコムスタッフ入社。
番組の既存コンセプトに対し新たな提案をしてきた。50代で新たな
チャレンジを自分に突きつける中年オヤジたちのキックボクシング。
今後、番組づくりの焦点の当て方と取材力の成長に期待できると
思っている。

優 秀 賞優 秀 賞
情報バラエティ部門
サタデーバリューフィーバー 『のどじまんTHE！ワールド』

日テレアックスオン／日本テレビ

プロデューサー
　大澤 裕二（日テレアックスオン）
　東井 文太（日本テレビ）

演出
　五歩一 勇治（日テレアックスオン）

情報バラエティ部門
『すイエんサー』

千代田ラフト、
ＮＨＫエデュケーショナル／
ＮＨＫ（教育）

プロデューサー
　遠藤 幸夫（千代田ラフト）
　村松　 秀（NHKエデュケーショナル）
　土屋 敏之（NHK）

演出
　小室　 崇（千代田ラフト）

～外国人が熱唱♪ニッポンの名曲～

～定規もな～んにも使わずに、手紙を超ピッタリ３等分にした～い！～

優 秀 賞優 秀 賞
ドキュメンタリー部門

ハイビジョン特集　『若き宗家と至高の三味線』

NHKエンタープライズ、
クレイジーダイアモンド／
NHK（BShi）

プロデューサー
　山登 義明（NHKエンタープライズ）

演出
　藤田 純夫（クレイジーダイアモンド）

ドキュメンタリー部門
報道発ドキュメンタリ宣言『チェルノブイリ25年目の真実』

『世界一受けたい授業』

テレビ朝日映像／テレビ朝日

プロデューサー
　加納 満（テレビ朝日映像）
　紫藤 泰之（テレビ朝日）

演出
　高橋　 司（テレビ朝日映像）

情報バラエティ部門

創輝、エスト、日企、
日テレアックスオン／日本テレビ
プロデューサー
　小川 潔（創輝）
　阿河 朋子（エスト）
　宇佐見 友教（日企）
　大澤 裕二（日テレアックスオン）
演出
　滝田 朋之（創輝）
　奥村　 竜（エスト）
　加藤 宏実（日企）
　笠間 崇（日テレアックスオン）
ディレクター
　佐谷 直子（創輝）

～前編 世界初公開・炉心溶融の真実、後編 福島そして日本へのメッセージ～

～清元ニ派 88年ぶりの共演～
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～震災情報を流すため、
10日間で臨時FM局を
立ち上げた放送人・高橋
厚さんの「気骨」と「行動
力」に対して～

～42年続く国民的
長寿番組、偉大な
る時代劇『水戸黄
門』の制作チーム
に対して～

総務大臣賞審査講評

◆審査委員長 音 　 好 宏（上智大学新聞学科　教授）

◇審 査 委員 金 　 玄 基（中央日報　日本支社長）
 鈴 木 嘉 一（読売新聞編集委員）
 ピーター・バラカン（ブロードキャスター）
 桧 山 珠 美（放送評論家） （敬称略）

「ATP賞テレビグランプリ2011」 総務大臣賞　審査委員

ATP賞テレビグランプリ2011
総務大臣賞　審査委員長　音　　好　宏
　　　　　　　　　　（上智大学新聞学科　教授）

ＡＴＰ賞総務大臣賞は、海外での評価に十分に耐え得る個性的

な作品を顕彰するものである。今年のＡＴＰ賞総務大臣賞の審査

では、８作品が最終選考に残った。まず、この８作品について、その

内容と審査会での委員による発言の一部を紹介しておこう。

『若き宗家と至高の三味線』

戦前に分裂した浄瑠璃「清元」の高輪派と梅派が、その芸風の

違いを乗り越え、二人の家元が８８年ぶりに共演するまでを追いか

ける。浄瑠璃「清元」という日本の伝統芸能のみならず、日本社会

の特質とも言うべき家元制度を象徴的に描ききっており、国際的に

関心を持たれる素材、テーマである。この制作チームは、日本の伝

統芸能の取材には定評があり、２００７年度総務大臣賞も受賞して

いる。本作品は、前作の取材・制作手法を踏襲したものだが、それ

を踏まえてもなお、本作品は高く評価できる。

『パリの中国人』

１９８９年の天安門事件をきっかけに、パリで亡命生活を送る二

人の中国人に焦点をあて、その暮らしを丁寧に追うことで、天安門

事件が彼らに何をもたらしたのか、祖国とは何かを問う。亡命中国

人たちの葛藤を通じて、いま、最も世界が関心を持つ中国のありの

ままが見える作品として評価が高かった。

『ＣＯ　移植コーディネーター』

臓器提供者(ドナー)と臓器移植者(レシピエント)との間を取り持つ

移植コーディネーターという職業を主人公に、脳死、臓器移植とい

う難しい問題をドラマ化。有料チャンネルという特性を活かし、社会

的にも論議を呼んだ問題に、真正面から取り組む社会派ドラマとし

て評価も高かった。

『なぜ君は絶望と闘えたのか』

社会的にも注目を集めた山口県光市で起こった母子殺害事件

をドラマ化。加害者の少年に極刑を求めた遺族の心情を、主人公

の週刊誌記者が「語り部」となって描いていく。地上波なら躊躇す

るテーマを題材にした挑戦的なドラマ作りに評価の声が多かった。

ただ、「語り部」たる週刊誌記者が、あまりに善人に描かれているこ

とに不満の声も。

『テンペスト』

時代劇が作りにくくなってきているなかで、ドラマ史上、これまでほ

とんど光があてられてこなかった琉球近代史を題材に、ドラマ化に

挑戦。明らかに同一人物とわかる主人公の２役に、登場人物たち

が、皆、騙されてしまうなど、設定の一部に不自然さはあるものの、

肩の凝らないエンターテイメント劇として評価したい。

『世界で誰も見たことがない対決SHOW　ほこ×たて』

矛と盾のように、相対立する２つの技術の職人が、その能力の限

りを尽くして競い合う。その技術をガチンコで競うコンセプトが新鮮。

そのアイディアは、十分に国際市場に通用するとの声も。

『世界一受けたい授業』

素朴な疑問を、学校の授業を模したスタジオで、解き明かしてい

く知的エンターテイメント。科学をわかりやすく紹介しようとの姿勢は

評価できるが、スタジオの位置づけが曖昧。番組全体の構成、演出

に、もっとメリハリが欲しかった。

『のどじまんＴＨＥ！ワールド』

日本の大衆歌謡に魅了された外国人１０名が、持ち歌の日本の

ヒット曲を熱唱。その喉を競う。コンセプトは面白いが、出演者の出

身国に偏りが目立つとともに、番組の構成が単調で、勢い出演者の

歌唱力に頼りぎみとなるのが残念。

以上、最終選考に残った８作品の審査では、論議の末、最終的

に今年の総務大臣賞には、『若き宗家と至高の三味線』を選んだ。

特 別 賞特 別 賞
「水戸黄門」制作チームりんごラジオ・キャスター　高橋　厚 氏

　栄えあるATP賞特別賞をいただきありがとうございました。
　この度の特別賞は、東日本大震災による全ての惨禍に対し、関係者
の皆様の温かい励ましと受け止めております。有難くいただき、今後へ
の力とさせていただきます。被災地・被災者は、月日の経過とともに元気
を取り戻しつつあります。それは、私どものりんごラジオの日々のインタ
ビューなどでも実感しています。思えば、3月11日（金）の大震災から10日
後の3月21日（月）春分の日の午前11時00分、私は、次のようなアナウンス
で放送を始めました。“山元町の皆様、こんにちは。こちらはりんごラジオ
です。山元町の皆様のためのラジオとして、只今、放送を開始しました。
これから様々な災害情報をお伝えしていきます。周波数は・・・“以後、町
役場のロビーの片隅で、毎日午前7時から午後7時まで、災害情報や町
民への被災インタビュー、全国からのボランティアさんや各界の著名ゲ
ストの皆さんの激励の声などを放送ボランティアの仲間たちと共に放送
してきました。中でも忘れられない場面は、自宅も学校も津波被害にあっ
た小学生たち4人が、生放送のインタビューのあと、明るく元気に歌って
くれた校歌です。歌い終わって、周囲の町民の涙と大きな拍手が交錯し
ました。こうした子供たちの声や笑顔が、町の復旧に向けて大きな力に
なりました。あれから今、冬を前に災害臨時エフエムラジオ局は、どこも
正念場を迎えていると言えます。放送の量と質。運営資金の確保。放送
体制の維持。今後の存続の成否などが、それです。りんごラジオにとっ
て、それらの壁を乗り越えるカギは、文字通り＜災害臨時エフエムラジオ
局・りんごラジオ＞という言葉の中に隠れていると思っています。
　今後は、まだ青いりんごラジオが、赤く大きなりんごラジオに成長出来る
ように、人口1万5000人の小さな町ながらも、町のジャーナリズム精神や、
災害・復興情報の開拓・発掘と、人と人との心の交流を大事にしながら
山元町の皆さんの為のラジオとして放送していきたいと思っています。そ
して、この度のATP特別賞受賞の意味を見失わないようにしながら・・・。

　Ｃ．Ａ．Ｌが制作させていただいております「水戸黄門」が、このたび
「ＡＴＰテレビグランプリ2011特別賞」を頂戴しました。本当に有難うご
ざいます。
遡ること42年、昭和44年8月4日の第1回の放送以来、視聴者の皆様の高
いご支持を頂き続けて参りました「水戸黄門」の長い長い旅も、この12月
19日の12月27回目で一息つくことになりました。ですから今度の受賞とい
う御褒美も、私たち制作者にというよりは、長旅をされてきた黄門様の御
一行にちょっと骨休めをして英気を養ってみたらどうでしょうと、下さった
のだと思っております。
　黄門様御一行にはいろいろ御無理をお願いし続けて来た訳ですが、
お陰様で御一行の活躍がテレビを見ていただいている皆さまに「笑い」
を「涙」を「元気」をお届け出来たと自負しています。生意気なようです
が、「水戸黄門」はこの40有余年日本人の生き方の原像、世の中の有り
方、一つのスタンダードを映像を通じて訴え続けてきたのだと信じていま
す。アポロ11号が月面に降りた昭和44年から戦後最大の惨禍を蒙ること
になって仕舞った今年平成23年まで、世の中、世界が進歩したのかどう
か。でも「水戸黄門」は世間の人情を味方にずーと頑張ってきました。こ
れからも黄門様御一行は私たちの心の中で生き続けますし、もしかしてノ
ンビリ骨休めなど出来ずすぐウズウズされるお方ですからアッと言う間に
皆さんの前に再登場されるかもしれません。「地上波での時代劇ドラマ
の復興を願い」と、頂いた賞状にもそう有ります。頑張りたいと思います。
　最後に、42年間お世話になりっぱなしの放送局様、お得意様、代理店
様、三人四脚で一緒に制作に携わって下さった東映太秦映像様、オフィ
ス・ヘンミ様、皆様有っての今回の受賞です。改めて、本当に本当に有難
う御座いました。

代表取締役社長　山崎　純
（C.A.L）

新 人 賞新 人 賞
　異なる主張を持つ二つの国、町、人が、一方を排除すれば良いという考えではなく、ど
う共に生きていくかを模索している姿に感銘して取材を始めました。捕鯨問題中心地、太
地町では、多くの物事が同時に進んでいくため、ただひたすら目の前で展開される出来
事に喰らいついていくのに必死でした。結果、記録した映像は100時間近くになり、僕の
頭の中はあたかも捕鯨問題に揺れる太地とブルームのように混乱していました。どうにか
番組を完成できたのは、偏に支えてくれたスタッフのおかげです。正直、この番組でのディ
レクターとしての自己採点は50点以下です。ただ、そんな中、ある方から嬉しい言葉を頂き
ました。「取材対象者が皆“廣岡が可愛くて仕様
がない”といった表情で取材を受けている。それ
は誰にでも出来る事ではない。その事には自信を
持て」。その言葉は、自分の演出にとって何が根
幹になっているのか、示してくれた気がします。次
こそは、自分自身に合格点をつけられるようなディ
レクションをしたい。それが、この番組に共に関
わった人々への恩返しになると考え、これから頑
張っていきたいと思います。

廣岡 知人
（テレビマンユニオン）
ディレクター

◎ドキュメンタリーWAVE
  「小さな町の国際紛争
　　～太地町とブルーム市の苦悩～」

2008年テレビマンユニオン入社。
受賞作の「小さな町の国際紛争」はディレクターデビュー作だ
が、企画の切り口、丁寧な取材、視聴者を惹きつける構成など
で高い評価を受けた。
作品そのもののクオリティも非常に高く、今後の活躍に期待し
たい。




